

















そ の 「 序 」


































に つ い て は 後 述 す
るが、専修大学創立
者 の 一 人 で あ る 目 賀 田 種 太 郎 が 登 場 す る た め で あ る 。
ここでは、作
者 で あ る 松 本 荘 一 郎 、 そ し て 彼
が書いた「亜行日記」の書誌的情報、
最後




























生 涯 す べ て を 知 る こ と は で き な
い。
そ の ほ か 平
成二一年、岐阜県大
















一郎 が い る 。

















ら を 参 考
にして、彼の
生 涯 を 述 べ て い く こ と と す る 。
《 史料紹介》 松本荘一郎 「亜行 日 記」
明治期の鉄道技術者と
してその名を知られる松本荘一
























は 神 戸 で
洋 学 塾 を 聞 い て い た 箕 作 麟 祥 の 門 下
と な り 、 頭 角 を 現 す も 、
翌明治二年、経済的な理由から帰郷することとなった。
この時、荘







に は こ の 時 の こ と を 次 の
よ う
に記















































に大 垣 藩 が 学 校 を 興 す と 大 垣
藩 立 学 校 洋 学 寮 の 「 社 長 心 得 」




































・目 賀 田 と の
出 会 い は こ の 時
に始まり、彼らの付き合い
は荘一郎が亡くなるまで





















に も 近 い ト
ロ イ 市 の 中
等学校に入学し、日賀回
や 長 谷 川 ら と と も
に 英 語



























































































《史料紹介》 松本荘一郎 「亜行 日 記」
れている。
ちなみ









か も 知 れ な い 。
も う 一 点 、 こ の日記で目を見 張 る の は 、 荘
一郎
の 漢 文 能 力 で あ る 。
至るところ
に






















も 含 め て 非 常
に
高い漢























































































































こ と が わ か る 。
つまり現在、



















































































































































































到 着 後 の 荘 一 郎 の行程は目賀
田に
とっても同様の経験であり、この日記から目賀田
の 当 時 の 様 子






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































《史料相 介》 松本荘一郎 「 岨行 日 記」
リ、
可惜
十三
日
今午前長谷
川、
目賀
田両
氏 ト
「フ
ェル
ス 」
氏一
一至リ
、
「ツ
ロ
iイ
」
へノ
添書
ヲ持
帰ラ
ル、
O明日
「ツ
ロ
lイ
」
府ヘ赴
クヘキ
ヲ
以テ
、 今
晩間高戸氏
ヲ訪
ヒ別
ヲ告ク、
宮様柳本同行
ナリ
陰
磐
十
四
日
陰
騎
ヲ発
シ馬
車-
一駕
シテ
「ニ
ユ!ヨ
ルク
」
府
内ノ駅
逓ニ
至リ
、
第十字汽車
-一 駕シ
テ同
府ヲ
発ス
、
過路
「ハ
ドソン
」
河ニ
沿フ
両
岸ノ
奇石怪岩畳
々紛
出、
且小
山好曲其風光本邦発程後
見
ル所ノ
第一
トス
ヘシ
、
晩第五字
「ツ
ロ
lイ
」
府一 一達
ス、
此間百五
十
五英
里
ナリ
、
「ニ
ュ
ート
ンウ
ィル
ソン
」
氏駅所
ニ出
迎セ
ラル
、
第三
坊百四番
ノ寓
居
一一
至ル、
「ウ
ィル
ソン
」
氏ハ
「フ
ェル
」
氏ノ添
書致
シクレ
タル
人ニ
シテ
、
此府中学校
げ
ヵ
げ
ノ教
頭
、ナリ
今朝第
八字
「ピ
ンポ
ント
」
十
五
日
陰
今朝
「ウィ
ル
ソン
」
氏ノ子
「フ
レ
ッド
」
余輩
ヲ誘
テ街
頭
ヲ迫
遥
シ、
Qd 
必用
ノ諸
物ヲ
求メ
シム
午後
「ウ
ィル
ソン
」
氏ヲ
尋ネ、
学校
-一
至リ日
課ヲ
定ム
日課
朝第
八九
字ノ間
一時間
読書
午後第
二
字ヨ
リ三字
迄
数学、
語学
夜間第七
時ヨ
リ 一
時間定課
-一
非ス
読書
「ウ
ヰル
ソン
」
氏ノ懇
切余輩
ヲ待
ツコ
ト子ノ如ク
大
一一
安
堵ノ思
ヲナセリ
、
当府
ノ人口
五万
余 ニ
シテ
「ウ
エス
トツロl
イ」
卜一
河ヲ
隔ツル
ノミ
、
頗ル繁
華ニ
シテ 「一
一 ユ
lヨル
ク 」
「ボ
ストン
」
府等
へ日
々数
回汽車往来
シ、
便利
一
ノ歓
典ナク
、
人物総
テ質
朴
ニシ
テ 、
都下浮華
ノ景
況ナク
大
一一
留
学ノ都
合ニ可
ナラ
ント
思ハ
ル、
「ニ
ュl
ヨル
ク 」
府ノ繁
華
杯ハ
固
ヨリ
、
世界中有名
ノ地
故
論ス
ル
ヲ待タ
スト
雄
トモ
、
実一
一至ル処
諸事
ノ便
利ヲ尽シ、
人工
殆ン
ド天工
ヲ奪
フノ
景
況ハ
文明開化
ノ盛
微其端
ヲ
見ル
ヘキ
者一
一
シテ
、
人民
ノ
勉強教育本末
ヲ得
ル
ノ二
ツハ
最
可驚
ナリ
、
乞児
モ
往々街
頭一
一 於テ
之ヲ
見ル
ト雄
トモ
、
固ヨ
リ
数百万人
口
ノ「
ニュ
ー
ヨル
ク
」
府中
ニ指
ヲ屈
ス
ヘキ
程ニ
シテ
、
当国
々法
既
一一
亡目聾孤病
貧ノ諸
院具
備ス
ル上
、
殊一
一人
民自主自
由ノ権ヲ
得ル
コ
ト世
界
一一
冠タ
ル
ノ国
内ニ乞
巧
ヲナス
者ハ
到
底怠惰
一一
出ル事
故、
之ニ
加フ
ルニ
宋
衰ノ仁ヲ
以テ
スルモ
ノ亦
罪ア
リ卜
スト
寓居
ハ
「ボ
ー
ルデン
グハ
ウス
」
トテ
賄
屋ニ
テ
、
諸事家内同様
一一
世話
イ
タシクレ
、
実一
一四海
兄弟
ノ景
況ナリ
午後記
ス
ヘキコト
ナシ
廿日
H主目
明日
ヨリ
余ハ
第七
街二
十四番
ノ賄
屋-
一転
寓ス
ヘキ
ニ決
セリ
此夜定課
ノ読
書ヲ
畢ル後
、
此日
記ヲ認メ畢ル
ヲ得タ
リ、
時一
一夜
既一
一
第十
字ニ
至リ
、
寝ニ就
クノ
定期
ナリ
北亜米利加合衆
国一
一
ユl
ヨ
ルク
州内
東ツ
ロl
イ
府第
三坊
百四
番
一一
於テ
気灯
下一
一誌
ス
大日
本
巨鹿城
松本
荘一
郎
